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ライフスコースLCを形成する生物学的性差
LCと性差は常に一緒に考慮されるべき関係
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性差の視点の有無が 解析結果・診断・治療へ影響するから

臨床試験や臨床現場・データ利活用で
なぜ、性差を考慮することが重要なのか︖

より正しい解析結果を得て、
全ての国民が成果と恩恵を享受するために
一人ひとりに合った診断・治療をするために
「性差」と「ライフコース」の視点の導入が重要な最初の第一歩
最終的な個別化医療に至る以前に「層別化によるプロファイリング」を行うステップ
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データ利活用/ライフコース︓性差の考慮が 救命にも影響

心筋梗塞による女性の死亡率は、男性の2倍！
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日常の臨床データと性差
日常で臨床データを読む際にも性差とライフコースによる変化の視点が必要

尿酸基準値 男性 3.8～7.5mg/dL
表示例 女性 2.4～5.8mg/dL 16



人でのデータ解析では、
男性、女性だけでなく、
1) 男性、2) 閉経前女性 、3) 閉経後女性
によるサブ解析ができるように
研究計画を立てるのが望ましい

臨床データ解析:性差とライフコースに配慮が不可欠
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有病率に２倍以上の性差が見られる疾患

性別による有病率の調査：
経時的な重要なデータ
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データ利活用:ライフコースと性差
～「性差」に着目し、疾患ごとに男女の発症率・有病率の違いを明らかに～

20～35歳では「胃がん」は男性より女性の方が多い 
女性の健康総合センターが疾患別性差の可視化レポートを
公開 
～性差に合わせて適切な医療を設計する未来を目指して～

性差とライフコースの視点を共に入れることで
より詳細な「新たなデータ」が得られる
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ライフコースの性差

前思春期〜性成熟期
妊娠・出産・授乳期

更年期 老年期

閉 経

閉経 年齢
平均 50歳

平均寿命
87歳

健康寿命
75.4歳

平均寿命
81歳

健康寿命
72.6歳
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